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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に延設される基台と、
　前記第１方向に所定の間隔をあけて配設される複数の支柱と、
　前記複数の支柱の前記第１方向と交差する第２方向の前面側と背面側にそれぞれ配設さ
れるとともに前記支柱の上端部よりも下方に配設される前面壁板及び背面壁板と、
　前記前面壁板と前記背面壁板の上端部に配設され、前記支柱を貫通させつつ前記前面壁
板と前記背面壁板の間の腰壁内部空間の上端側を被覆して配設される笠木構造と、
　前記支柱に取り付けられ、少なくとも前記前面壁板及び前記背面壁板の前記第２方向の
位置を位置決め支持するための位置決め支持用スペーサ部材と、
　前記第１方向の少なくとも一方の側端部側の妻支柱に、腰壁の端部を処理するために配
設される端部処理用スペーサ部材と、を備え、
　前記妻支柱には、前記位置決め支持用スペーサ部材及び前記端部処理用スペーサ部材が
設けられ、
　前記前面壁板及び前記背面壁板は、前記位置決め支持用スペーサ部材に支持固定され、
　前記端部処理用スペーサ部材は、前記第２方向に対応した厚さ寸法が前記前面壁板にお
ける仕上材が貼設される下地面から前記背面壁板における仕上材が貼設される下地面まで
の厚さ寸法と同等の寸法で形成され、前記前面壁板の下地面と前記端部処理用スペーサ部
材の一方の側面とが面一になり、かつ、前記背面壁板の下地面と前記端部処理用スペーサ
部材の他方の側面とが面一になるように形成されていることを特徴とする乾式腰壁構造。
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【請求項２】
　請求項１記載の乾式腰壁構造において、
　前記端部処理用スペーサ部材が、前記妻支柱に取り付けた状態で前記妻支柱に対し前記
第１方向外側に突出するように設けられていることを特徴とする乾式腰壁構造。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の乾式腰壁構造において、
　前記位置決め支持用スペーサ部材が、前記笠木構造を位置決め支持可能に構成されてい
ることを特徴とする乾式腰壁構造。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の乾式腰壁構造において、
　前記支柱と前記端部処理用スペーサ部材と前記位置決め支持用スペーサ部材の少なくと
も一つの部材が中空構造で形成されており、
　前記中空構造で形成された部材の中空部と前記腰壁内部空間とに連通し、前記支柱と前
記笠木構造の取り合い部に隙間が生じた場合に該隙間を通じて外部空間と連通し、且つ前
記基台を通じて外部空間と連通する連通路が形成されていることを特徴とする乾式腰壁構
造。
【請求項５】
　少なくとも、請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の乾式腰壁構造を有する前面
壁部を備えるとともに、
　前記乾式腰壁構造の前記複数の支柱に連続して前記第１方向に架設された桁に一端を、
垂木掛けに他端をそれぞれ接続して架設された垂木と、前記垂木に支持させて屋根面を形
成する屋根板とからなる屋根部を備えて構成され、
　前記垂木掛けを建物本体の外壁に設置あるいは隣設し、前記建物本体の外側に構築され
ることを特徴とする建物外部構築物。
【請求項６】
　妻支柱となる支柱を立設する妻支柱設置工程と、
　一対の妻支柱の間に基台を設置する基台設置工程と、
　前記基台に下端部を接続するとともに、前記基台の延設方向の第１方向に所定の間隔を
あけて中間支柱となる支柱を立設する中間支柱設置工程と、
　前記複数の支柱の前記第１方向と交差する第２方向の前面側と背面側にそれぞれ前面壁
板と背面壁板を設置する壁板設置工程とを備え、
　前記壁板設置工程において、
　前記支柱に、少なくとも前記前面壁板及び前記背面壁板の前記第２方向の位置を位置決
め支持するための位置決め支持用スペーサ部材を配設する工程と、
　前記第１方向の少なくとも一方の側端部側の妻支柱に、腰壁の端部を処理するための端
部処理用スペーサ部材を配設する工程と、を備え、
　前記妻支柱には、前記位置決め支持用スペーサ部材及び前記端部処理用スペーサ部材を
配設し、
　前記位置決め支持用スペーサ部材を配設する工程の後に、前記前面壁板及び前記背面壁
板を前記位置決め支持用スペーサ部材に支持固定し、
　前記端部処理用スペーサ部材は、前記第２方向に対応した厚さ寸法が前記前面壁板にお
ける仕上材が貼設される下地面から前記背面壁板における仕上材が貼設される下地面まで
の厚さ寸法と同等の寸法で形成され、前記前面壁板の下地面と前記端部処理用スペーサ部
材の一方の側面とが面一になり、かつ、前記背面壁板の下地面と前記端部処理用スペーサ
部材の他方の側面とが面一になるように前記端部処理用スペーサ部材が配設されることを
特徴とする乾式腰壁構造の構築方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乾式腰壁構造及びこれを備えた建物外部構築物並びに乾式腰壁構造の構築方
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法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅や店舗などの建物の多機能化を図り、利便性、快適性を向上させることができると
いう大きな利点を有することから、サンルームやテラス、バルコニーなどのガーデンルー
ムタイプの建物外部構築物や、カーポート、自転車置き場、オープンテラス、物置、通路
等のサイドスルータイプの建物外部構築物を住宅などの建物本体の外部に構築（設置、増
築）するケースが増大している（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　そして、ガーデンルームタイプの建物外部構築物Ａは、例えば図１７に示すように、住
宅などの建物本体Ｔの外壁Ｔに沿って、且つ外壁Ｔ１と所定の間隔をあけて設けられる前
面壁部１と、一端２ａを前面壁部１の上端側に、他端２ｂを建物本体Ｔの外壁Ｔ１側にそ
れぞれ接続して設けられる屋根部２と、前面壁部１と屋根部２と建物本体Ｔの外壁Ｔ側に
それぞれ接続して設けられる一対の側面壁部３とを備えて構成されている。なお、サイド
スルータイプの建物外部構築物は、ガーデンルームタイプの建物外部構築物Ａに対し、一
対の側面壁部３を具備せず、前面壁部１と屋根部２を備えて構成されている。
【０００４】
　また、この種の建物外部構築物Ａには、建物本体Ｔの外壁Ｔ（や窓など）と所定の間隔
をあけて配設される腰壁（前面腰壁、腰壁部）４と、腰壁４に下端部５ａを接続して立設
されるとともに、建物本体Ｔの外壁Ｔに沿う横方向Ｓ１に所定の間隔をあけて並設される
複数の支柱５と、隣り合う支柱５の間に設置されるガラス板等の前面パネル６とを備えて
前面壁部１を構成したものがある。
【０００５】
　また、前面腰壁４に直交する側面腰壁を設けて（Ｌ字状の腰壁を形成して）側面壁部３
を構成したり、側面腰壁を設けず、折れ戸７やガラス板等の側面パネルを設置して側面壁
部３を構成したものがある。
【０００６】
　一方、図１８に示すように、この種の建物外部構築物Ａの腰壁４は、一般に、ブロック
８を一体に積み上げ、その上端面に笠木構造（腰壁用基台）９を設置するとともに、ブロ
ック８の前面４ａや背面４ｂに化粧パネルやタイルなどを貼設したり、モルタル塗布（サ
イディング）を施すなどして表面仕上げ１０を行い、さらに、笠木構造９の笠木１１（及
び支柱５）を取り付けて形成されている。
【０００７】
　また、この笠木構造９は、支柱５の下端部５ａを接続するスリーブを備え、支柱５を支
持する基台本体１２と、基台本体１２に取り付けて前面パネル６（や側面パネル）の下端
部側を支持するとともに、雨水等の浸入を防止するための外側ビード１３を取り付けて前
面パネル６の外面６ａに密着させる第１下枠１４と、基台本体１２に取り付けて前面パネ
ル６の下端部側を支持するとともに、内側ビード１５を取り付けて前面パネル６の内面６
ｂに密着させる第２下枠１６とを備えて構成されている。
【０００８】
　なお、門柱、壁などのエクステリア構築物（建物外部構築物／建物外部構築物の壁構造
）には、上枠と一対の縦枠と下枠を枠組みしてなる方形枠状の構造フレームに下地パネル
を取り付け、これら下地パネルにタイルを張設するとともに、構造フレームの上端部に笠
木を取り付けて構成したものがある（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－２２７４３８号公報
【特許文献２】特開平０６－１３７０５１号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記従来の建物外部構築物Ａにおいては、腰壁４がブロック８を一体に
積み上げ、このブロック８に対して表面仕上げ１０を行う、いわゆる湿式（湿式施工）で
構築され、このように湿式で構築した腰壁４の上端面に設置した笠木構造（腰壁用基台）
９に下端部を接続して腰壁４上に支柱５を立設するようにしている。
【００１１】
　このため、この建物外部構築物Ａを構築する際には、腰壁４を形成するためのブロック
職人と、前面壁部１や側面壁部３、屋根部２のアルミ押出し形材などの支柱５、笠木構造
９、桁１７、垂木１８、樹脂板やガラス板などの前面パネル６、側面パネル、屋根材１９
などを組み付ける建て方職人の異なる専門職人が必要になる。これにより、建物外部構築
物Ａを構築する作業が煩雑になり、施工性の低下を招くケースがあった。
【００１２】
　本発明は、上記事情に鑑み、腰壁を含めた全ての施工作業を建て方職人が行えるように
し、施工性を向上させることを可能にした乾式腰壁構造及びこれを備えた建物外部構築物
並びに乾式腰壁構造の構築方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の目的を達するために、この発明は以下の手段を提供している。
【００１４】
　本発明の乾式腰壁構造は、第１方向に延設される基台と、前記第１方向に所定の間隔を
あけて配設される複数の支柱と、前記複数の支柱の前記第１方向と交差する第２方向の前
面側と背面側にそれぞれ配設されるとともに前記支柱の上端部よりも下方に配設される前
面壁板及び背面壁板と、前記前面壁板と前記背面壁板の上端部に配設され、前記支柱を貫
通させつつ前記前面壁板と前記背面壁板の間の腰壁内部空間の上端側を被覆して配設され
る笠木構造と、前記支柱に取り付けられ、少なくとも前記前面壁板及び前記背面壁板の前
記第２方向の位置を位置決め支持するための位置決め支持用スペーサ部材と、前記第１方
向の少なくとも一方の側端部側の妻支柱に、腰壁の端部を処理するために配設される端部
処理用スペーサ部材と、を備え、前記妻支柱には、前記位置決め支持用スペーサ部材及び
前記端部処理用スペーサ部材が設けられ、前記前面壁板及び前記背面壁板は、前記位置決
め支持用スペーサ部材に支持固定され、前記端部処理用スペーサ部材は、前記第２方向に
対応した厚さ寸法が前記前面壁板における仕上材が貼設される下地面から前記背面壁板に
おける仕上材が貼設される下地面までの厚さ寸法と同等の寸法で形成され、前記前面壁板
の下地面と前記端部処理用スペーサ部材の一方の側面とが面一になり、かつ、前記背面壁
板の下地面と前記端部処理用スペーサ部材の他方の側面とが面一になるように形成されて
いることを特徴とする。
【００１５】
　この発明においては、基台に下端部を接続して立設された複数の支柱を内包するように
前面壁板及び背面壁板を設け、支柱を貫通させつつ前面壁板と背面壁板の間の腰壁内部空
間の上端側を被覆して笠木構造を設けることによって、支柱が笠木構造（笠木）を貫通し
た腰壁を形成することが可能になる。そして、従来のようにブロックを一体に積み上げ、
このブロックに対する表面仕上げを行う湿式（湿式施工）ではなく、乾式（乾式施工）で
腰壁を構築することができる。
　また、端部処理用スペーサ部材が、前面壁板から背面壁板までの腰壁の第２方向の寸法
に応じて、例えば幅寸法及び／又は厚さ寸法を前面壁板から背面壁板までの腰壁の第２方
向の寸法と同等にして形成されていることにより、この端部処理用スペーサ部材に笠木構
造（笠木）を上載して取り付けたり、端部処理用スペーサ部材の外面（側面）にタイルを
貼るなどし、腰壁構造の端部側の意匠性を好適に確保することができる。
　この発明においては、支柱に取り付けられた位置決め支持用スペーサ部材の側面に当接
させることにより、前面壁板と背面壁板を位置決めし、所望の厚さの腰壁を形成すること
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ができる。これにより、腰壁構造を構築する際の施工性をさらに向上させることが可能に
なる。
【００１６】
　また、本発明の乾式腰壁構造においては、前記端部処理用スペーサ部材が、前記妻支柱
に取り付けた状態で前記妻支柱に対し前記第１方向外側に突出するように設けられている
ことが望ましい。
【００１７】
　この発明においては、端部処理用スペーサ部材が、妻支柱に対して第１方向外側に突出
するように設けられていることで、この端部処理用スペーサ部材に笠木構造（笠木）を上
載して取り付けたり、端部処理用スペーサ部材の外面（側面）にタイルを貼るなどし、腰
壁構造の端部側の意匠性を好適に確保することができる。
【００１８】
　また、この端部処理用スペーサ部材が、前面壁板から背面壁板までの腰壁の第２方向の
寸法に応じて形成されていることにより、前面側の腰壁（前面腰壁部）とこれに直交する
側面側の腰壁（側面腰壁部）からなるＬ字状の腰壁構造を構築する場合に、前面腰壁部の
端部に設けられた端部処理用スペーサ部材に合わせることで、すなわち、端部処理用スペ
ーサ部材の側面に壁面位置を合わせて側面腰壁部の前面壁板や背面壁板を設置することで
、容易に且つ確実に、側面腰壁部の前面壁板や背面壁板を位置決めすることができ、前面
腰壁部と同じ厚さ寸法の側面腰壁部を形成することが可能になる。これにより、Ｌ字状の
腰壁構造を構築する際の施工性を向上させることが可能になるとともに、Ｌ字状の腰壁構
造の角部の意匠性を好適に確保することが可能になる。
【００１９】
　さらに、本発明の乾式腰壁構造においては、前記位置決め支持用スペーサ部材が、前記
笠木構造を位置決め支持可能に構成されていることがより望ましい。
【００２０】
　この発明においては、位置決め支持用スペーサ部材の上端に載置したり、係合させるこ
とで笠木構造を所定の位置に位置決めして設置することが可能になる。これにより、腰壁
構造を構築する際の施工性をさらに向上させることが可能になる。
【００２１】
　また、本発明の乾式腰壁構造においては、前記支柱と前記端部処理用スペーサ部材と前
記位置決め支持用スペーサ部材の少なくとも一つの部材が中空構造で形成されており、前
記中空構造で形成された部材の中空部と前記腰壁内部空間とに連通し、前記支柱と前記笠
木構造の取り合い部に隙間が生じた場合に該隙間を通じて外部空間と連通し、且つ前記基
台を通じて外部空間と連通する連通路が形成されていることがさらに望ましい。
【００２２】
　この発明においては、支柱と端部処理用スペーサ部材と位置決め支持用スペーサ部材の
少なくとも一つの中空構造の部材の中空部と、前面壁板と背面壁板の間の腰壁内部空間と
、外部空間とが、連通路によって連通していることにより、連通路を通じて腰壁構造の内
部に外気を通気させることができる。これにより、乾式施工によって構築した場合であっ
ても、腰壁構造の内部に湿気が溜まることを防止できる。
【００２３】
　また、支柱と笠木構造の取り合い部に隙間が生じ、この隙間から雨水が浸入した場合に
、連通路を雨水の排水路として利用し、この雨水を外部に排出させることが可能になる。
これにより、笠木構造を支柱が貫通するように構成しても、支柱と笠木構造の取り合い部
などから浸入した雨水が笠木構造の継ぎ目などを通じて例えば室内側に漏出することを防
止できる。
【００２４】
　よって、上記のように乾式施工によって腰壁構造を構築することで通気対策や漏水対策
を講じることも可能になり、この乾式腰壁構造を例えばサンルームやテラス、バルコニー
などのガーデンルームタイプの建物外部構築物の前面壁部や側面壁部に適用することで利
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便性や快適性に優れた信頼性の高い建物外部構築物を構築することが可能になる。
【００２５】
　本発明の建物外部構築物は、少なくとも、請求項１から請求項４のいずれか一項に記載
の乾式腰壁構造を有する前面壁部を備えるとともに、前記乾式腰壁構造の前記複数の支柱
に連続して前記第１方向に架設された桁に一端を、垂木掛けに他端をそれぞれ接続して架
設された垂木と、前記垂木に支持させて屋根面を形成する屋根板とからなる屋根部を備え
て構成され、前記垂木掛けを建物本体の外壁に設置あるいは隣設し、前記建物本体の外側
に構築されることを特徴とする。
【００２６】
　この発明においては、上記の乾式腰壁構造による作用効果を得ることができ、利便性や
快適性に優れたサンルームやテラス、バルコニーなどのガーデンルームタイプの建物外部
構築物や、カーポート、オープンテラス、自転車置き場、物置、通路等のサイドスルータ
イプの建物外部構築物を実現することが可能になる。
【００２７】
　本発明の乾式腰壁構造の構築方法は、妻支柱となる支柱を立設する妻支柱設置工程と、
一対の妻支柱の間に基台を設置する基台設置工程と、前記基台に下端部を接続するととも
に、前記基台の延設方向の第１方向に所定の間隔をあけて中間支柱となる支柱を立設する
中間支柱設置工程と、前記複数の支柱の前記第１方向と交差する第２方向の前面側と背面
側にそれぞれ前面壁板と背面壁板を設置する壁板設置工程とを備え、前記壁板設置工程に
おいて、前記支柱に、少なくとも前記前面壁板及び前記背面壁板の前記第２方向の位置を
位置決め支持するための位置決め支持用スペーサ部材を配設する工程と、前記第１方向の
少なくとも一方の側端部側の妻支柱に、腰壁の端部を処理するための端部処理用スペーサ
部材を配設する工程と、を備え、前記妻支柱には、前記位置決め支持用スペーサ部材及び
前記端部処理用スペーサ部材を配設し、前記位置決め支持用スペーサ部材を配設する工程
の後に、前記前面壁板及び前記背面壁板を前記位置決め支持用スペーサ部材に支持固定し
、前記端部処理用スペーサ部材は、前記第２方向に対応した厚さ寸法が前記前面壁板にお
ける仕上材が貼設される下地面から前記背面壁板における仕上材が貼設される下地面まで
の厚さ寸法と同等の寸法で形成され、前記前面壁板の下地面と前記端部処理用スペーサ部
材の一方の側面とが面一になり、かつ、前記背面壁板の下地面と前記端部処理用スペーサ
部材の他方の側面とが面一になるように前記端部処理用スペーサ部材が配設されることを
特徴とする。
【００２８】
　この発明においては、妻支柱となる支柱を立設し、一対の妻支柱の間に基台を設置し、
基台に下端部を接続するとともに、基台の延設方向の第１方向に所定の間隔をあけて中間
支柱となる支柱を立設し、複数の支柱の前面側と背面側にそれぞれ前面壁板と背面壁板を
設置することにより、支柱が笠木構造を貫通した乾式の腰壁を形成することが可能になる
。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明の乾式腰壁構造及びこれを備えた建物外部構築物並びに乾式腰壁構造の構築方法
においては、基台に下端部を接続して立設された複数の支柱を内包するように前面壁板及
び背面壁板を設け、支柱を貫通させつつ前面壁板と背面壁板の間の腰壁内部空間の上端側
を被覆して笠木構造を設けることによって、支柱が笠木構造を貫通した腰壁を形成するこ
とが可能になる。そして、従来のようにブロックを一体に積み上げ、このブロックに対す
る表面仕上げを行う湿式（湿式施工）ではなく、乾式（乾式施工）で構築することができ
る。
【００３０】
　よって、本発明の乾式腰壁構造及びこれを備えた建物外部構築物並びに乾式腰壁構造の
構築方法によれば、建て方職人だけで支柱が笠木構造を貫通した腰壁を構築することが可
能になり、従来と比較して、腰壁を備えた壁構造（腰壁構造）や、この腰壁構造を備えた
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建物外部構築物を構築する際の施工性を大幅に向上させることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態に係る建物外部構築物を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造を示す断面図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る建物外部構築物の基台と支柱、間柱の接合部を示す斜
視図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造を示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の端部処理用スペーサ部材と位置決め支
持用スペーサ部材を用いた端部、角部を拡大した断面図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の笠木構造を示す斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の笠木構造を示す断面図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る建物外部構築物の前面壁部を示す斜視図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、一対の妻支柱を立
設している状態を示す斜視図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、基台を設置して
いる状態を示す斜視図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、基台を設置して
いる状態を示す斜視図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、中間支柱を設置
している状態を示す斜視図である。
【図１３】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、位置決め支持用
スペーサ部材を設置している状態を示す斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、端部処理用スペ
ーサ部材を設置している状態を示す斜視図である。
【図１５】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、笠木構造の基台
本体を設置している状態を示す斜視図である。
【図１６】本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造の構築方法において、前面壁板と背面
壁板を設置している状態を示す斜視図である。
【図１７】従来の建物外部構築物、腰壁を示す斜視図である。
【図１８】従来の腰壁、笠木構造を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図１から図１６を参照し、本発明の一実施形態に係る乾式腰壁構造及びこれを備
えた建物外部構築物並びに乾式腰壁構造の構築方法について説明する。ここで、本実施形
態では、本発明に係る建物外部構築物が、住宅や店舗などの建物本体に繋げて構築される
ガーデンルームタイプの建物外部構築物であるものとして説明を行う。
【００３３】
　本実施形態の建物外部構築物Ｂは、サンルーム（ガーデンルーム）であり、例えば図１
に示すように、前面壁部（乾式腰壁構造）２０と、一対の側面壁部２１と、屋根部２とを
備えて構成されている。
【００３４】
　前面壁部２０は、例えば建物本体Ｔのサッシ窓等が形成された外壁（外壁面）Ｔから所
定の間隔で離間し、且つ外壁Ｔ１に沿って略平行に、すなわち外壁Ｔに対向して配設され
ている。また、本実施形態では、この前面壁部２０が、腰壁部２２と、腰壁部２２よりも
上方の採光壁部２３とを備えて構成されている。
【００３５】
　具体的に、図１から図４に示すように、本実施形態の前面壁部２０は、土間コンクリー
トやデッキ、独立基礎等の基礎２５上に載置したり、束材等を用い基礎２５の上面や地面
との間に間隔をあけて固設されるとともに、建物本体Ｔの外壁Ｔ１に沿う横方向の幅方向
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（腰壁の幅方向／第１方向）Ｓ１に延設された基台２６と、基台２６に下端部５ａを接続
して立設されるとともに、幅方向Ｓ１に所定の間隔をあけて並設された複数の支柱５とを
備えている。
【００３６】
　また、基台２６は、図２及び図３に示すように、アルミ押出し形材であり、アンカーボ
ルトなどで基礎２５などに固設される下部ベース（ベース受け）２６ａ及び下部ベース２
６ａ上に着脱可能に取り付けられる上部ベース（ベース）２６ｂからなる基台本体２６ｃ
と、基台本体２６ｃの両側側にそれぞれ着脱可能に取り付けられる一対の水切り２６ｄと
を備えて構成されている。
【００３７】
　さらに、基台２６の基台本体２６ｃ（上部ベース２６ｂ）には、基台２６の延設方向の
横方向Ｓ１の所定位置に上方に突出するようにスリーブ（嵌合凸部）２７がビス止めする
などして取り付けられている。
【００３８】
　支柱５は、押出成形で略角管状に形成されたアルミ押出し形材であり、その中空構造で
形成されている。また、図５に示すように、本実施形態の支柱５には、下端部５ａ側から
上端部側に延びる仕切板部５ｂが設けられており、その内部が一方の中空部３０と他方の
中空部３１に区画されている。
【００３９】
　そして、この支柱５は、図１から図５に示すように、下端部５ａ側の一方の中空部（嵌
合受部）３０に基台２６のスリーブ２７を嵌合させることにより、下端部５ａを基台２６
に接続して立設されている。なお、支柱５の下端部５ａを基台２６のスリーブ２７に嵌合
させるとともに、外側から支柱５の下端部５ａと基台２６のスリーブ２７をビス止めし、
強固に支柱５が基台２６に接続される。
【００４０】
　ここで、腰壁部２２の幅方向（第１方向）Ｓ１の両側端部側に配される妻支柱となる支
柱５は、その下端部を基台２６ではなく、基礎２５（や地面）に接続して立設されている
。そして、基台２６が一対の妻支柱５の間に配設され、一対の妻支柱５の間の中間支柱と
なる支柱５がその下端部５ａを基台２６に接続し所定の間隔をあけて立設されている。
【００４１】
　さらに、本実施形態では、図１、図３及び図４に示すように、支柱５よりも短い腰壁部
２２の高さに応じた長さで形成され、略角管状に形成されたアルミ押出し形材の間柱３２
が隣り合う支柱５の間に配設されている。また、この間柱３２は、支柱５と同様に、その
下端部側の中空部（嵌合受部）を基台２６のスリーブ（嵌合凸部）３３に嵌合させて立設
されている。
【００４２】
　また、本実施形態の前面壁部２０の腰壁部２２には、図４及び図５に示すように、ビス
止めするなどして略角管状の支柱に位置決め支持用スペーサ部材３５が取り付けられてい
る。この位置決め支持用スペーサ部材３５は、例えば押出成形で略角管状に形成されたア
ルミ押出し形材であり、支柱５に対し前面２０ａ側（前方側）及び背面２０ｂ側（後方側
）に所定量突出して設置されている。
【００４３】
　そして、本実施形態では、図２、図４及び図５に示すように、この位置決め支持用スペ
ーサ部材３５と間柱３２の前面２０ａ側と背面２０ｂ側にそれぞれビス止めするなどして
下地ボードの前面壁板３６と背面壁板３７が張設されている。これにより、前面壁板３６
と背面壁板３７がそれぞれ所定位置に位置決めして設置され、且つ前面壁板３６と背面壁
板３７によって腰壁内部空間Ｈが形成され、この腰壁内部空間Ｈに複数の支柱５、間柱３
２、位置決め支持用スペーサ部材３５が内包するように配設される。
　また、前面壁板３６と背面壁板３７はそれぞれ、その下端部を基礎の上面や地面に接し
ないように上方に配し、例えば水と接触しないようにして設置されている。
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【００４４】
　また、下地ボードの前面壁板３６と背面壁板３７は、隣り合う支柱５の間隔と略同等の
幅寸法と、基台２６から上方の腰壁部２２の高さ寸法を備えた平板状に形成されており、
位置決め支持用スペーサ部材３５及び間柱３２で位置決めして腰壁部２２の幅方向Ｓ１に
隙間なく複数並設されている。これにより、腰壁部２２の前面２０ａ及び背面２０ｂの面
一な下地面が容易に形成される。
【００４５】
　さらに、前面壁板３６で形成された外側の下地面に、防水シートを貼設するとともに、
タイル３８や化粧パネルを貼設したり、モルタル塗布（サイディング）を施すなどし、所
望の防水性と意匠性が付与されている。また、背面壁板３７で形成された内側の下地面に
も、必要に応じて防水シートを配設し、また、タイル３８や内装クロス（壁紙）、化粧パ
ネルの貼設、モルタル塗布を施すなどし、所望の意匠性、防水性が付与されている。
【００４６】
　さらに、間柱３２や位置決め支持用スペーサ部材３５に支持させ、前面壁板３６と背面
壁板３７の上端側に笠木構造９が配設されている。
【００４７】
　本実施形態の笠木構造９は、図６及び図７に示すように、間柱３２や位置決め支持用ス
ペーサ部材３５の上端部に係合したり、ビス止めするなどして固設される基台本体１２と
、基台本体１２の上面側に配置され、前面パネル６（側面パネル）の下端部側を保持する
ための第１保持部２８及び第２保持部２９と、基台本体１２や第１保持部２８、第２保持
２９にそれぞれ係合支持したり、ビス止めするなどして、腰壁部２２の前面２０ａ側に配
設される前面側笠木１１ａ（１１）と、腰壁部２２の背面２０ｂ側に配設される背面側笠
木１１ｂ（１１）と、隣り合う支柱５の間など、前面側笠木１１ａと背面側笠木１１ｂの
間に配設される中央笠木１１ｃ（１１）とを備えて構成されている。
【００４８】
　基台本体１２は、アルミ押出し形材であり、複数の基台本体１２で前面壁板３６と背面
壁板３７の間の腰壁内部空間Ｈの上端側を被覆しつつ、各支柱５をほぼ隙間なく取り囲む
ように設置されている。
【００４９】
　また、本実施形態において、第１保持部２８は、基台本体１２に一体形成されており、
底板部２８ａと、底板部２８ａの前方側に下端を接続し、上方に突設された外側壁部２８
ｂと、底板部２８ａの後方側に下端を接続し、上方に突設された遮水壁部２８ｃとを備え
て構成されている。
【００５０】
　また、基台本体１２を所定位置に設置するとともに、第１保持部２８の底板部２８ａ上
にセッティングブロック４０が設置され、セッティングブロック４０上に下端部を当接支
持させて前面パネル６が設置される。そして、この状態で、基台本体１２と一体形成され
た第１保持部２８は、前面パネル６の外面６ａ側（前方側）に外側壁部２８ｂが、前面パ
ネル６の内面６ｂ側（後方側）に遮水壁部２８ｃがそれぞれ配設される。
【００５１】
　さらに、外側壁部２８ｂは、その突出方向先端側に外側ビード１３が着脱可能に取り付
けられ、この外側ビード１３が前面パネル６の外面６ａに密着される。また、基台本体１
２には、この第１保持部２８によって、底板部２８ａと外側壁部２８ｂと遮水壁部２８ｃ
で囲まれ、腰壁部２２の幅方向Ｓ１に延びる排水路（排水溝）４２が形成されている。
【００５２】
　本実施形態において、第２保持部２９は、笠木１１（中央笠木１１ｃ）に一体形成され
ており、前面パネル６の内面６ｂ側に配設される内側壁部２９ａを備えて構成されている
。そして、第２保持部２９は、基台本体１２に中央笠木１１ｃを係合させ、ビス止めする
などして設置するとともに、内側壁部２９ａが前面パネル６の内面６ｂ側に配設される。
また、この内側壁部２９ｂに内側ビード１５を取り付けることにより、内側ビード１５が
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前面パネル６の内面６ｂに密着される。
　なお、内側ビード１５は、例えば中央笠木１１ｃを設置した段階で、前面パネル６の内
面６ｂと中央笠木１１ｃの間に押し込むようにし取り付ける。
【００５３】
　中央笠木１１ｃは、矩形平板状に形成され、基台本体１２に上載し、隣り合う支柱５の
間に設置されている。
【００５４】
　前面側笠木１１ａは、基台本体１２の前方側に係合支持されて設置され、設置した状態
で中央笠木１１ｃの側端部及び支柱５の前面に接し、前方に延びた先端側が前面壁板３６
やタイル３８などの上端部を内包するように垂下して形成されている。また、中央笠木１
１ｃと互いの上面が滑らかに繋がるように配設され、面一な笠木面を形成している。
【００５５】
　背面側笠木１１ｂは、基台本体１２の後方側に係合支持されて設置され、設置した状態
で中央笠木１１ｃの側端部及び支柱５の背面に接し、後方に延びた先端側が背面壁板３７
などの上端部を内包するように垂下して形成されている。また、中央笠木１１ｃと互いの
上面が滑らかに繋がるように配設され、面一な笠木面を形成する。
【００５６】
　また、図４から図６に示すように、本実施形態の前面壁部２０の腰壁部２２は、少なく
とも一方の側端部側の妻支柱５に、腰壁部２２の端部を処理するための端部処理用スペー
サ部材４１が固着されている。この端部処理用スペーサ部材４１は、略角管状に形成され
たアルミ押出し形材であり、間柱３２と略同等の長さで形成されている。また、この端部
処理用スペーサ部材４１は、その厚さ寸法ｔ１を前面壁板３６から背面壁板３７までの厚
さ寸法（第１方向Ｓ１に交差する腰壁の第２方向Ｓ２の寸法）ｔ２と同等の寸法にして形
成されている。さらに、本実施形態の端部処理用スペーサ部材４１は２つの部材４１ａ、
４１ｂを着脱可能／分割可能に組み付けて構成されている。

【００５７】
　このように形成した端部処理用スペーサ部材４１は、上端部が間柱３２の上端部と上下
方向の同位置になるように、一対の側面がそれぞれ前面壁板３６の下地面と背面壁板３７
の下地面と面一になるように、さらに妻支柱５に対し腰壁部２２の幅方向Ｓ１外側に突出
するようにして、妻支柱５に固設されている。また、このとき、端部処理用スペーサ部材
４１は、妻支柱５から外側に突出する突出寸法（ひいては幅寸法、奥行き寸法ｔ３）が、
前面壁板３６から背面壁板３７までの厚さ寸法ｔ２に応じた寸法になるようにして形成さ
れている。
【００５８】
　また、前面壁板３６の下地面と背面壁板３７の下地面とともに、この端部処理用スペー
サ部材４１の側面にタイル３８や化粧パネルを貼設したり、モルタル塗布を施すなどする
。さらに、端部処理用スペーサ部材４１の上端部に笠木構造９を設置する。これにより、
前面壁部２０の腰壁部２２の端部が見栄えよく好適に形成される。
【００５９】
　そして、本実施形態の建物外部構築物Ｂにおいては、笠木構造９を貫通して下方から上
方に延びる複数の支柱５と、位置決め支持用スペーサ部材３５と、下地パネルの前面壁板
３６及び背面壁板３７と、タイル３８や化粧パネルなどの化粧材と、笠木構造９とを主な
構成要素として、腰壁部２２が構成されている。また、本実施形態の腰壁部（腰壁）２２
は、上記の通り、従来のブロックを用いた湿式ではなく、ブロックを用いない乾式腰壁と
して構築されている。
【００６０】
　一方、本実施形態の前面壁部２０の採光壁部２３は、図１及び図８に示すように、笠木
構造９を貫通して上方に延設された複数の支柱５と、基台本体１２に下端部側を支持させ
、隣り合う支柱５にそれぞれ側端部を支持させ、複数の支柱５の上端部に接続して架設さ
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れた桁１７に上端部を支持させて、各隣り合う支柱５間に設置されたガラス板などの前面
パネル６とを備えて構成されている。
【００６１】
　ここで、本実施形態の腰壁部２２は、支柱５と端部処理用スペーサ部材４１と位置決め
支持用スペーサ部材３５が中空構造で形成されている。そして、これら支柱５と端部処理
用スペーサ部材４１と位置決め支持用スペーサ部材３５の少なくとも一つの部材には、そ
の中空部と腰壁内部空間Ｈを連通させる連通孔、その中空部と笠木構造９の排水路４２を
連通させる連通孔、その中空部と基台２６を通じて外部空間とを連通させる連通孔が形成
されている。また、支柱５と笠木構造９（笠木１１）の取り合い部Ｐに隙間が生じた場合
に、この隙間と排水路４２が連通するように構成されている。
【００６２】
　これにより、本実施形態の腰壁部２２においては、支柱５と端部処理用スペーサ部材４
１と位置決め支持用スペーサ部材３５の少なくとも一つの部材の中空部と、腰壁内部空間
Ｈを、支柱５と笠木構造９の取り合い部Ｐに生じた隙間や基台２６を通じて外部空間と連
通させる連通路が形成される。そして、このような連通路を備えていることにより、笠木
構造９を貫通する支柱５を備え、乾式施工で腰壁部２２を構成した場合においても、腰壁
内部空間Ｈの換気が行なえ、また、支柱５と笠木構造９の取り合い部Ｐやビード部分から
雨水が浸入した場合であっても、この雨水が連通路を通じて外部に導かれて排出される。
【００６３】
　本実施形態の建物外部構築物Ｂの屋根部２は、図１及び図８に示すように、桁１７より
も上方の建物本体Ｔの外壁Ｔ１に、横方向Ｓ１に固設された垂木掛け４３と、一端を桁１
７に、他端を垂木掛け４３に接続して斜めに架設されるとともに、横方向Ｓ１に所定の間
隔をあけて配設された複数の垂木１８と、隣り合う垂木１８に固定して支持され、屋根面
を形成するポリカーボネートやアクリル等の樹脂板やガラス板等の屋根材１９とを備えて
構成されている。また、本実施形態では、隣り合う垂木１８を横方向Ｓ１に延設された中
骨材（連結材）４４によって連結して屋根部２が構成されている。
　なお、屋根部２を構成する垂木掛け４３、垂木１８、中骨材４４もそれぞれ、アルミ押
出し形材を用いて形成されている。
【００６４】
　また、本実施形態の垂木１８は、桁１７と垂木掛け４３の間に架設される垂木本体１８
ａと、垂木本体１８ａの下端側に着脱可能に取り付けられて、垂木１８の構造耐力を増大
させるとともに室内側からの意匠性を向上させるための垂木化粧材１８ｂと、垂木本体１
８ａの上端側に着脱可能に取り付けられて屋根材１９を保持するための垂木カバー１８ｃ
とを備えて形成されている。
【００６５】
　本実施形態の建物外部構築物Ｂの一対の側面壁部２１はそれぞれ、例えば、前面壁部２
０と同様に腰壁部２２と採光壁部２３を備えて形成したり、窓を備えて形成したり、折り
戸７や扉を設置して出入り可能に形成したり、腰壁部２２をなくし、採光壁部２３のみで
形成するなどの構成を適宜選択して構築されている。
【００６６】
　ここで、本実施形態では、図４及び図５に示すように、前面壁部２０の腰壁部２２の幅
方向Ｓ１両端側にそれぞれ、妻支柱５に固着して端部処理用スペーサ部材４１が設けられ
ている。また、この端部処理用スペーサ部材４１が、前面壁板３６の下地面と背面壁板３
７の下地面の間の厚さ寸法ｔ２と同等の厚さ寸法ｔ１で形成され、各妻支柱５にビス止め
などして取り付けた状態で、側面が前面壁板３６の下地面と背面壁板３７の下地面と面一
になるように形成されている。
【００６７】
　さらに、端部処理用スペーサ部材４１は、その幅寸法（奥行き寸法）ｔ３、ひいては妻
支柱５に取り付けた状態で妻支柱５から外側に突出する突出寸法が、前面壁板３６から背
面壁板３７までの厚さ寸法ｔ２に応じた寸法になるように形成されている。
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【００６８】
　そして、前面壁部２０と同様に腰壁部２２と採光壁部２３を備えて側面壁部２１を形成
する場合には、前面壁部２０の端部処理用スペーサ部材４１から建物本体Ｔの外壁Ｔ１ま
で基台２６を設置し、スリーブ２７、３３に嵌合させて複数の支柱５や間柱３２を立設す
る。また、支柱５に位置決め支持用スペーサ部材３５を取り付け、下地パネルの前面壁板
３６及び背面壁板３７、化粧材３８、笠木構造９を設置して腰壁部２２を形成する。また
、隣り合う支柱５の間にガラス板等の側面パネルを設置して採光壁部２３を形成する。
【００６９】
　このとき、本実施形態では、前面壁部２０の端部処理用スペーサ部材４１が腰壁部２２
の厚さ寸法（第１方向Ｓ１と交差する第２方向Ｓ２の寸法）ｔ２に応じて形成されている
ため、前面壁板３６（及び背面壁板３７）の下地面を端部処理用スペーサ部材４１の側面
と略面一になるように配置すれば、前面壁板３６（及び背面壁板３７）が所定の位置に配
設されることになる。そして、面一な各前面壁板３６及び背面壁板３７の下地面と端部処
理用スペーサ部材４１の側面とにそれぞれ、防水シートやタイル、モルタル、内装クロス
等の化粧材３８を貼設、塗布し、前面壁部２０と同様に笠木構造９を設置することで、前
面壁部２０と側面壁部２１の一体化したＬ字状の腰壁部２２が乾式施工で容易に形成され
る。なお、側面壁部２１の腰壁部２２は、図示した符号Ｓ１、Ｓ２を逆にし、その幅方向
が第１方向となり、厚さ方向が第２方向となる。
【００７０】
　なお、本実施形態では、前面壁部２０の妻支柱５の上端部側に一端を接続し、建物本体
Ｔの外壁Ｔ１側の側面壁部２１の妻支柱５に他端を接続し、アルミ押出し形材の妻梁４５
を水平に設置する。さらに、この妻梁４５と妻垂木１８と妻支柱５で囲まれた略三角形状
の枠部内にポリカーボネート等（ＦＩＸ窓４６）を設置したり、室内側に倒れる内倒し窓
を設置する。
【００７１】
　ここで、上記構成からなる本実施形態の乾式腰壁構造（前面壁部２０）の施工手順（構
築方法）について説明する。
【００７２】
　本実施形態の乾式腰壁構造（前面壁部２０）を構築する際には、はじめに、図９に示す
ように、腰壁部２２の幅方向（第１方向）Ｓ１の両端部側となる所定位置にそれぞれ、妻
支柱（支柱）５を立設する（妻支柱設置工程）。このとき、嵌合凸部（スリーブ）４７ａ
を備えた固定ベース４７を基礎２５などにねじ止めするなどして固着し、この固定ベース
４７の嵌合凸部４７ａに、中空部の嵌合凹部を嵌合させつつビス止めするなどして、一対
の妻支柱５を固定ベース４７に接続する。これにより、一対の妻支柱５が強固に立設され
る。
【００７３】
　次に、図１０、図１１に示すように、一対の妻支柱５の間に基台本体２６ｃ（下部ベー
ス２６ａ、上部ベース２６ｂ）を取り付け、基台２６を設置する（基台設置工程）。
【００７４】
　また、図１２に示すように、基台本体２６ｃの上部ベース２６ｂにスリーブ（嵌合凸部
）２７、３３を取り付ける。基台２６のスリーブ２７、３３に嵌合させるとともにビス止
めするなどして、一対の妻支柱５の間に、中間支柱としての支柱５と、間柱３２とをそれ
ぞれ、基台２６の延設方向の第１方向Ｓ１に所定の間隔をあけて立設する（中間支柱設置
工程）。
【００７５】
　さらに、図１３、図１４に示すように、支柱５に位置決め支持用スペーサ部材３５及び
端部処理用スペーサ部材４１を取り付ける。また、図１５に示すように、間柱３２や位置
決め支持用スペーサ部材３５に支持させて、基台本体１２（笠木構造９）を設置する（笠
木構造設置工程）。
【００７６】
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　さらに、図１６に示すように、笠木構造９の第１下枠１４や、水切り２６ｄなどを取り
付けるとともに、腰壁部２２の厚さ方向の第２方向Ｓ２の前面側と背面側にそれぞれ、複
数の支柱５を内包するように下地ボードの前面壁板３６と背面壁板３７を設置する（壁板
設置工程）。
【００７７】
　また、セッティングブロック４０、前面パネル（壁面部材）６、笠木構造９の第２下枠
１６、前面側笠木１１ａ、背面側笠木１１ｂ、中央笠木１１ｃなどを適宜設置する。
【００７８】
　さらに、下地ボードの前面壁板３６と背面壁板３７によって形成された下地面に、防水
シートを貼設し、タイル３８や化粧パネル、内装クロス（壁紙）を貼設したり、モルタル
塗布（サイディング）を施すなどする。
【００７９】
　これにより、本実施形態の乾式腰壁構造２０が構築される。また、従来のようにブロッ
ク８を一体に積み上げ、このブロック８に対する表面仕上げを行うことなく、建て方職人
によって乾式腰壁構造２０の施工が行える。
【００８０】
　したがって、本実施形態の乾式腰壁構造（前面壁部２０）及びこれを備えた建物外部構
築物Ｂ並びに乾式腰壁構造２０の構築方法においては、基台２６に下端部５ａを接続して
立設された複数の支柱５を内包するように前面壁板３６及び背面壁板３７を設け、支柱５
を貫通させつつ前面壁板３６と背面壁板３７の間の腰壁内部空間Ｈの上端側を被覆して笠
木構造９を設けることによって、笠木構造９（笠木１１）を支柱５が貫通した腰壁部（腰
壁）２２を形成することが可能になる。そして、従来のようにブロック８を一体に積み上
げ、このブロック８に対する表面仕上げを行う湿式ではなく、乾式で腰壁部２２を構築す
ることができる。
【００８１】
　よって、本実施形態の乾式腰壁構造２０及びこれを備えた建物外部構築物Ｂ並びに乾式
腰壁構造２０の構築方法によれば、建て方職人だけで支柱５が笠木構造９を貫通した腰壁
部２２を構築することが可能になり、従来と比較して、腰壁部２２を備えた壁構造（腰壁
構造）や、この腰壁構造を備えた建物外部構築物Ｂを構築する際の施工性を大幅に向上さ
せることが可能になる。
【００８２】
　また、本実施形態の乾式腰壁構造２０及び建物外部構築物Ｂにおいては、端部処理用ス
ペーサ部材４１が、前面壁板３６から背面壁板３７までの腰壁の第２方向Ｓ２の寸法に応
じて、例えば幅寸法ｔ３及び／又は厚さ寸法（奥行き寸法）ｔ１を前面壁板３６から背面
壁板３７までの腰壁の厚さ寸法（腰壁の第２方向の寸法）ｔ２に応じた寸法にして形成さ
れていることにより、且つ、妻支柱５に対して腰壁の幅方向（第１方向）Ｓ１外側に突出
して設けられていることで、この端部処理用スペーサ部材４１に笠木構造９を上載して取
り付けたり、端部処理用スペーサ部材４１の外面にタイル３８を貼るなどし、腰壁構造２
０の端部側の意匠性を好適に確保することができる。
【００８３】
　また、この端部処理用スペーサ部材４１が、前面壁板３６から背面壁板３７までの腰壁
の第２方向Ｓ２の寸法に応じて形成されていることにより、前面側の腰壁（前面腰壁部）
とこれに直交する側面側の腰壁（側面腰壁部）からなるＬ字状の腰壁部２２を構築する場
合に、前面腰壁部の端部に設けられた端部処理用スペーサ部材４１の幅寸法に合わせるこ
とで、すなわち、端部処理用スペーサ部材４１の側面に壁面位置を合わせて側面腰壁部の
前面壁板３６や背面壁板３７を設置することで、容易に且つ確実に、側面腰壁部の前面壁
板３６や背面壁板３７を位置決めすることができ、前面腰壁部と同じ厚さ寸法の側面腰壁
部を形成することが可能になる。これにより、Ｌ字状の腰壁部２２を構築する際の施工性
を向上させることが可能になるとともに、Ｌ字状の腰壁部２２の角部の意匠性を好適に確
保することが可能になる。
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【００８４】
　さらに、本実施形態の乾式腰壁構造２０及び建物外部構築物Ｂにおいては、支柱５に取
り付けられた位置決め支持用スペーサ部材３５の側面に当接させることにより、前面壁板
３６と背面壁板３７を位置決めし、所望の厚さの腰壁部２２を形成することができる。ま
た、位置決め支持用スペーサ部材３５の上端に載置したり、係合させることで笠木構造９
を所定の位置に位置決めして設置することが可能になる。これにより、腰壁構造２０を構
築する際の施工性をさらに向上させることが可能になる。
【００８５】
　また、本実施形態の乾式腰壁構造２０及び建物外部構築物Ｂにおいては、支柱５と端部
処理用スペーサ部材４１と位置決め支持用スペーサ部材３５の少なくとも一つの中空構造
の部材の中空部と、前面壁板３６と背面壁板３７の間の腰壁内部空間Ｈと、外部空間とが
、連通路によって連通していることにより、連通路を通じて腰壁構造２０の内部に外気を
通気させることができる。これにより、乾式施工によって構築した場合であっても、腰壁
構造２０の内部に湿気が溜まることを防止できる。
【００８６】
　また、支柱５と笠木構造９の取り合い部Ｐに隙間が生じ、この隙間から雨水が浸入した
場合に、連通路を雨水の排水路として利用し、この雨水を外部に排出させることが可能に
なる。これにより、笠木構造９を支柱５が貫通するように構成しても、支柱５と笠木構造
９の取り合い部Ｐなどから浸入した雨水が笠木構造９の継ぎ目などを通じて例えば室内側
に漏出することを防止できる。
【００８７】
　よって、乾式施工によって腰壁構造２０を構築することで通気対策や漏水対策を講じる
ことも可能になり、この乾式腰壁構造２０を例えばサンルームやテラス、バルコニーなど
のガーデンルームタイプの建物外部構築物Ｂの前面壁部２０や側面壁部２１に適用するこ
とで利便性や快適性に優れた信頼性の高い建物外部構築物Ｂを構築することが可能になる
。
【００８８】
　これにより、本実施形態の乾式腰壁構造２０及び建物外部構築物Ｂにおいては、利便性
や快適性に優れたサンルームやテラス、バルコニーなどのガーデンルームタイプの建物外
部構築物や、カーポート、オープンテラス、自転車置き場、物置、通路等のサイドスルー
タイプの建物外部構築物を実現することが可能になる。
【００８９】
　以上、本発明に係る乾式腰壁構造及びこれを備えた建物外部構築物並びに乾式腰壁構造
の構築方法の一実施形態について説明したが、本発明は上記の一実施形態に限定されるも
のではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【００９０】
　例えば、本実施形態では、建物外部構築物Ｂがガーデンルームタイプの建物外部構築物
であるものとして説明を行ったが、本発明に係る建物外部構築物はサイドスルータイプの
建物外部構築物であってもよい。また、乾式腰壁構造が建物外部構築物Ｂの前面壁部２０
（や側面壁部２１）を構成するものとして説明を行ったが、本発明に係る乾式腰壁構造は
、例えば門柱、門壁といったエクステリア構築物などの単体構築物として用いられてもよ
い。そして、このような場合であっても、本実施形態と同様の作用効果を得ることが可能
である。
【００９１】
　また、本実施形態では、支柱５や垂木１８などの各主要部材がアルミ押出し形材である
ものとしたが、必ずしもこれに限定しなくてもよく、木材、鋼材等の他の素材を適宜用い
て乾式腰壁構造、建物外部構築物を構築してもよい。
【符号の説明】
【００９２】
１　　　従来の前面壁部
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２　　　屋根部
２ａ　　一端
２ｂ　　他端
３　　　従来の側面壁部
４　　　従来の腰壁部（腰壁）
５　　　支柱
５ａ　　下端部
５ｂ　　仕切板部
６　　　前面パネル（壁面部材）
６ａ　　外面
６ｂ　　内面
７　　　折れ戸
８　　　ブロック
９　　　腰壁用基台
１０　　表面仕上げ（化粧材）
１１　　笠木
１１ａ　前面側笠木
１１ｂ　背面側笠木
１１ｃ　中央笠木
１２　　基台本体
１３　　外側ビード
１４　　第１下枠
１５　　内側ビード
１６　　第２下枠
１７　　桁
１８　　垂木
１８ａ　垂木本体
１８ｂ　垂木化粧材
１８ｃ　垂木カバー
１９　　屋根材
２０　　前面壁部（乾式腰壁構造）
２０ａ　前面
２０ｂ　背面
２１　　側面壁部
２２　　腰壁部（腰壁）
２３　　採光壁部
２５　　基礎
２６　　基台
２６ａ　下部ベース（ベース受け）
２６ｂ　上部ベース（ベース）
２６ｃ　基台本体
２６ｄ　水切り
２７　　スリーブ（嵌合凸部）
２８　　第１保持部
２８ａ　底板部
２８ｂ　外側壁部
２８ｃ　遮水壁部
２９　　第２保持部
２９ａ　内側壁部
３０　　支柱の一方の中空部（嵌合受部）
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３１　　支柱の他方の中空部
３２　　間柱
３３　　スリーブ（嵌合凸部）
３５　　位置決め支持用スペーサ部材
３６　　前面壁板
３７　　背面壁板
３８　　タイル（化粧材）
４０　　セッティングブロック
４１　　端部処理用スペーサ部材
４２　　排水路（排水溝）
４３　　垂木掛け
４４　　中骨材
４５　　妻梁
４６　　ＦＩＸ窓
４７　　固定ベース
４７ａ　嵌合凸部（スリーブ）
Ａ　　　従来の建物外部構築物
Ｂ　　　建物外部構築物
Ｈ　　　腰壁内部空間
Ｐ　　　支柱と笠木構造の取り合い部
Ｓ１　　第１方向（基台の延設方向、腰壁の幅方向）
Ｓ２　　第２方向（腰壁の厚さ方向）
Ｔ　　　建物本体
Ｔ１　　外壁
ｔ１　　端部処理用スペーサ部材の厚さ寸法
ｔ２　　前面壁板から背面壁板までの厚さ寸法
ｔ３　　端部処理用スペーサ部材の幅寸法
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